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東日本大震災における消防団員の犠牲

○被災地では、水門の閉鎖や避難誘導を行っていた多くの消防団員が、津波の犠牲となってい○被災地では、水門の閉鎖や避難誘導を行っていた多くの消防団員が、津波の犠牲となってい
る。

2
東日本大震災における消防団員の死者・行方不明者数（平成23年11月24日現在）
第1回 東日本大震災を踏まえた大規模災害時における消防団活動のあり方等に関する検討会（平成23年11月25日）の資料より抜粋



東日本大震災における水門等の閉鎖遅れの事例

東 本 震災 生後 首都 を 交○東日本大震災の発生後、首都圏を中心に、交通
渋滞等により津波の到達時間に水門等の閉鎖が
間に合わない事態が発生している。
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東日本大震災による津波到達に伴う水門等の閉鎖状況

○東 本大震災 際 全国 閉鎖すべき水門等 うち 機器 故障や 資材不足 作業員○東日本大震災の際、全国の閉鎖すべき水門等のうち、機器の故障や、資材不足、作業員への
命令の遅れ、管理委託をしている企業が休日であったなどの理由により、約２％において閉鎖さ
れなかった。

水門等の閉鎖状況 閉鎖すべき施設であるが、閉鎖されなかった理由
（複数回答）

閉鎖すべき施設※であり、

不明
65（2％）

常時閉鎖しているもの

0 5 10 15 20

（複数回答）

閉鎖する必要なしと判断し、命令を出さなかった
（潮位を見守った結果、閉めなかった等を含む）

閉鎖されたもの
2279（74％）

常時閉鎖しているもの
202（7％）

閉鎖すべき施設※

ではないもの

機器の故障により閉鎖せず

閉鎖に用いる角落資材が不足していたため

調査対象施設
計3056

ではないもの
452（15％） 利用者から開放するよう要望があり閉鎖せず

扉体部工場整備中のため

閉鎖すべき施設※であり、
閉鎖されなか たも

電話回線が混雑しており、閉鎖を行う作業員へ
の命令が遅れた

管理を受託している企業が休日のため

※東北地方太平洋沖地震による津波が、海岸管理上、当該施設の閉鎖対象となる場合

閉鎖されなかったもの
58（2％） その他

港湾局調査（平成23年10月））より
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水門等の閉鎖完了までの所要時間と自動化・遠隔操作化の割合

○全国の港湾の水門等について、閉鎖指示から閉鎖完了までの所要時間をみると、３０分以上か○全国の港湾の水門等について、閉鎖指示から閉鎖完了までの所要時間をみると、３０分以上か
かるものが、全体の４割をしめている。

○規模が比較的大きな水門等については、自動化、遠隔操作化等を進めることとしているが、実
施されている箇所は約１１％にとどまっている。

自動化、遠隔化等がされている
水門・陸閘等の割合

施されて る箇所は約 ま て る。

閉鎖を指示してから閉鎖が完了
するまでの所要時間

（全国の港湾における水門等）

全ての
水門等

自動化・遠隔操作
化等の対象となり

うる水門等

自動化・遠隔操
作化等が実施さ
れている水門等

（全国の港湾における水門等）

0～5分未

満

無回答

61 2%

25,463 6,668
742

（約11％）
注１：括弧内は、自動化、遠隔操作化等がされている水門等の割合。
注 「自動化 遠隔操作化等 対象となりうる水門等 とは 幅 以上

満
585
19%

5分以上

10分未満30分以上 注２：「自動化・遠隔操作化等の対象となりうる水門等」とは、幅2ｍ以上、
高さ1ｍ以上の規模の水門等。

【自動化、遠隔操作化の事例】

10分未満

175 6%

10分以上

15分未満

30分以上
1,237
40%

分 満

248 8%

15分以上

20分未満
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名古屋港海岸（愛知県） 東京港海岸（東京都）

20分未満
473
15%

20分以上

25分未満

138 5%

25分以上

30分未満

139 5%



港湾における水門等の管理委託状況について

○全国の港湾の水門等の管理形態をみると、その約７割が施設の点検や閉鎖等の操作について、
地元市町村等に管理委託されており、また、再委託されているものも含めると、水門等の実際の
操作が消防団や地 企業 委ねられ る場合が多操作が消防団や地元企業に委ねられている場合が多い。

水門等の管理委託の有無 再委託で「あり」と答えたもの
のうち、その再委託先の割合

管理委託で「あり」と答えたも
ののうち、その委託先の割合

管理委託されている水門等
のうち、再委託がされている
水門等の有無水門等 有無

無回答 個人

自治会・

町内会

漁協

50

2%

消防団

28

1%

水防団

2

0%

無回答

31

2% 無回答

98 5% 近隣民間

漁協

31
3%

個人
21
2%

あり

なし
895
29%

61 2%

近隣民

間企業

個人

124

6%

会

108

5%

あり
962
46%なし

消防団自治会・

町内会

民

企業
84
9%

あり
2,100
69%

地元市

町村

1,324

63%

433

21%

46%なし
1,040
50%

549
57%

町内会
277
29%
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陸閘の配置状況等の例（須崎港の事例）

○港湾においては、港湾利用者の来訪や作業車両の通行等の利便性を確保するため、数多くの陸○港湾においては、港湾利用者の来訪や作業車両の通行等の利便性を確保するため、数多くの陸
閘が配置されているが、津波来襲時の閉鎖作業を考慮し、利用状況に応じた開放陸閘の限定化
や、陸閘の構造的工夫による開閉作業の簡素化など、幅広い検討を行う必要がある。

魚市場

魚市場背後 胸壁約魚市場背後の胸壁約250m
の区間に陸閘が９基設置

木材岸壁

岸壁の前面の胸壁
約700mの区間に
陸閘が１４基設置

木材岸壁
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